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平成１４年　４月　２日

報道機関　各位

広島大学総務部大学情報室長
西　田　良　一

大学院講座化に伴う大学院生物圏科学研究科

標札除幕式について

　このことについて，下記のとおり実施しますので，取材をお願いします。
　なお，本件は，平成１４年度予算により整備が認められたもので，参考に「概算要求
要旨」を添付します。

記

日　時 　平成１４年４月５日（金）１０：００～

場　所 　生物生産学部　管理棟　玄関

式次第 　１　開式の辞　　山本生物圏科学研究科長

　２　学長挨拶　　牟田学長

　３　除　幕　　　牟田学長，山本生物圏科学研究科長

　４　閉式の辞

【お問い合わせ先】

生物生産学部　庶務係長

高　橋　貞　夫

ＴＥＬ：（０８２４）２４－７９０５

（ダイヤルイン）

［発信枚数；Ａ４版　２枚（本票含む）］
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◯生物圏科学研究科の整備

(要求要旨)

　２１世紀の生物圏科学研究科に求められるのは、地球規模で深刻化している環 境問題と食糧問題への
対応であり、急速に情報化・グローバリゼーションが進展 する社会にあっては、俯瞰的な視野をもって学
際領域を統合的に理解し、問題解 決に貢献できる人材を養成することである。
　こうした社会の要請に応えるために、生物圏科学研究科の基礎となる学部講座 を大学院講座に転換
し、現在の４専攻(２８教育研究分野＋３講座)から３専攻 (１１講座)に改組・再編を行い大学院に重点をお
いた組織に整備することで、教 育研究の更なる充実と発展を図る。 

(入学定員要求内訳)
平成１３年度 平成 １４年度

専攻名
　入学定員

　前期 　後期　

環境計画科学専攻 　２０人 　　４人

生理機能科学専攻 　１６ 　　３

生物生産学専攻 　３２ 　　７

(独立専攻)
環境循環系制御学専攻

　３１ 　１５

計 　９９ 　２９

　　⇒　　

専攻名
　入学定員

　前期 　後期

生物圏共存科学専攻 　４３人 　２１人

生物資源開発学専攻 　５１ 　２６

環境循環系制御学専攻 　３１ 　１５

計 １２５ 　６２

◯生物生産部入学定員の改訂
　生物圏科学研究科の改組に当たり、生物生産学部生物学科の入学定員を１０人 減じる。

平成１３年度 平成１４年度

区　　分 入学定員

海洋生物生産学
生物圏機能学
畜産科学
食糧情報管理学
分子細砲機能学
食資源機能学

　１００人

共　　通 [１０]

合　　計
[１０]
１００

　　→　　

区　　分 入学定員

生物圏環境学
海洋生物生産学
動物生産科学
食品科学
生 物機能開発学
　

　９０人

共　　通 [１０]

合　　計
[１０]
９０

　[ ]　書きは，第３年次編入学定員で外数。　　　　　　　　　　

本件に係る照会先　　　　　　　　　　
　・山本　生物生産学部長　　　　　　

　　TEL．０８２４－２４－７９００


